
入居費用は生活保護費(小遣い

を除く)をあて、介護保険による

訪問介護や、訪問診療・訪問看護

と連携してケアにあたり、開設か

ら 5年で 54 人を看取ってきた。 

•
亡き恋人がくれた

思いがけない贈り物

「きぼうのいえ」の始まりは 7年

前、雅基さんと出会ったことだっ

た。もしかしたらこの出会いは事

故死した恋人からの贈り物かもし

れない、と美恵さんは振り返る。

高 l の時、友だちが病気で急死

した。「人の役に立ちたいから福

祉系の大学に行く」。若干 15 歳で

そんな夢を抱いた友に驚いた。彼

女の遺志を継ぎたかった。看護師

だった母親の影響もあって看護学

校に入:)、循環器系の病院に就職。

クリニックに転職したが、外来看

護師の役目をとことん考え、患者

を不安にさせない工夫を試みた。

だがしかし、歯車が少しずつ狂

ってし、く。妻子ある人を愛してし

まい、何度か駆け落ちを試みては

失敗。やがて職も住まいも失い、 

32歳にして路頭に迷ってしまった

のだ。

物を書くことが好きだ.った美恵

さんは、看護師から看護雑誌の編

集者へと転身した。恋人への思い

は募るばかりだったが、一緒には

暮らせない。「お互いに愛する人

の幸せを遠くから祈り続ける、そ

んな愛の形を選ぶしかなかったん

です。そんなつらさを仕事に向け

て、死に物狂いで働きました J

寝る間も惜しんでつくった雑誌

がヒットするなど仕事への評価は

高まったが、睡眠不足で健忘症に

なったこともあった。そんなある

日、恋人の友人から電話が入った。

「亡くなったのを知っている? J
あと半年で出会って 20年。その

日が来たら一緒に住もうと約束し

た恋人が仲間と山に入り、事故死

したというのだ。この出来事が美

恵さんの価値観を大きく変えた。

「彼が亡くなってから、人は死

ぬとどうなるのか、人は何のため

に生きているのか、書庫にこもっ

て必死に探しました」 

2年ほどしたある朝、亡くなった

恋人に美恵さんはこんな願い事を

した。「疲れちゃった…。誰か話

し相手を紹介してくれない? J と。

条件は「あなたみたいに何かに夢

中になって突進していく人、社会

的にはパカと言われ、相手にされ

ないぐらい誠実な人」と添えた。

その日の夕方、上智大学の社会

人講座「ホスピス・ボランテイア j

を聴講しに行った。そこに「きぼ

うのいえ」のボランティアを探す

ため、雅基さんが参加していた。

山谷にホスピスを、と熱心に語

る雅基さんの話に涙が出たという。

「なんだか面白そう。私もやりた

い。そんなノリた‘ったんです」 

•
山谷全体をホスピスに。

ヘルパーステーションを開設 

2006年 3 月、「きほうのいえ」に、

ヘルパーステーション「ハーモニ

ー j が開設された c 美恵さんたち

は隣接するアパートを一棟借り上

げて、生活に困難をきたしている

人のための緊急一時避難施設「な

かよしハウス J (全 11 室)も運営し

4 冷蔵庫、クローセιツト、洗面台、表札付き。「家 j にこだわった(写真上)。

雅基さんは美恵さんを「ソウルメイト J と語る。ある入居者は夫妻を「二コイ

チ」と呼ぶ。「二人で一人前ですって(笑 )J と美恵古ん(写真 3枚目 )ω

女好きな食べもの もんじゃ続き。結婚して浅草界隈で初めて昧わった楽しい食べ物です。



J いる。 2施設の入居者 32 人。必

要に応じて外部のヘルパーがケア

を提供しているが、自前にすれば、

経営の一助になる。何より入居者

と介護者の関わりが深くなれば、

入居者に人間的な関係性を回復

してもらいたい」という「いえ J 設

+の趣旨にもかなう。

さらに「ハーモニー」には大き

な使命があった。それは「山谷全

体をホスピスに! J という夢の具

現化だ。山谷には今も 3 ， 500 人に

のぼる「住所不定・無職」の人たち

がいるが、「きぼうのいえ」に入れ

るのは 1% にしか過ぎない。

美恵さんたちの願いはこうだ。

「山谷の町を歩いていると不自

由な方がし、っぱい目に入るんです

が、全員はうちでお世話できない。

ならばドヤで寝ついている人たち

の元へうちのスピリットとスタッ

フのやさしさを届けたし、。ここを

山谷の発信地にして光を伝えてい

きたいんです j

山本美恵さんのタ一二ングポイント

1958 長野県生まれ。看護師の母の毅然とした後ろ姿を見て育つ 

1979 都立豊島看護専門学校卒業後、循環器の研究機関附属病院に勤務。 
3年後、クリ二ックに転駿。外来ナースとして働く 

1991 苦しい恋愛で失駿。新しい挑戦をと医学。薬学系出版社に 

1994 36 歳で看護系の出版社メヂ力ルフレンド社に転職。看護学生向

けの雑箆制作。寝食を忘れるほど仕事に打ち込む 

1999	 20 年越しの恋人が不 l意の事故で他界。「人間 l草何のために生きる

のか J を考える。価値観が変わっていく転換点 

2002	 r山谷にホスピスを J と夢を持つ雅基さんと結婚。 4 月に

緊急一時保護施設「芯かよしハウス J を、 10 月に在宅ホス

ピス施設「き lまうのいえ J を開設 

2003 rきぼうのいえ J 屋上に「聖家族礼拝堂 j 完成 

2006	 3 月、ヘルパーステーシヨン事業(j，ーモ二一)を開始。 
4 月、「き lまうのいえ」を運営する「山谷すみだリバーサ

イド支媛機構」が NPO 法人認甑を受け、理事に就任

4 恋愛のつらさを忘

れるため仕事に没頭。

編集は好きだったが、

女将さん仕事との悶立

は無理とあきらめ退聡 

副@ 

血循環器病院とクリニ

ックで II 年看護飾と

して働く。クリニック

では大学病院の医師た

ちと交流。その人的財

産が雑誌編集で生きる 

取材・執筆土木盟理子 っちもと・ありこ O ノンフィクションライヲー。主著は『ふつうの生、ふつ

うの死 J (文春文庫 H物語としての痴呆ケア J (三鎗書店・小選御氏と共著)

合趣味・好きなもの	 時々無性にピアノが弾きたくなり、鍵盤へ。猫の「クララ」と「みその」に遊んでもううのも大好き。

月刊ケアマネ以外 20即 III 


